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（2）岡山廃棄物リサイクル協同組合との協定書 
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２．災害廃棄物処理における処理フローの設定条件 

（1）処理方針 

第 2 章第 2 節 3 で示した処理フローの作成にあたっては、本計画の処理方針を

以下のとおり設定しました。なお、災害が発生した際には、実際の被災状況を判

断して適切に災害廃棄物を処理・処分します。 

 

＜本計画の処理方針＞ 

①可燃物は、100%焼却処理する。 

現況施設及び仮設焼却炉において、可燃物は 100%焼却処理とする。 

②焼却量の 5.19%を焼却灰（飛灰）として埋立処理とする。 

現況施設及び仮設焼却炉において、焼却量の 5.19%が焼却灰（飛灰）として発生す

るものとし、資源化が困難と想定して全量を埋立処理とする。 

③焼却量の 28.30%を焼却灰（主灰）として再資源化または埋立処理する。 

1)仮設焼却炉の焼却灰（主灰）は焼却量の 28.30%を再生利用（土木資材）とする。

2)現況施設の焼却灰（主灰）は焼却量の 22.83%を再生利用（土木資材）とし、焼

却量の 5.47%を現状と同様の再生利用とする（内訳は焼却量の 0.56%が焼却残渣、

2.63%が溶融スラグ、0.06%が溶融メタル、0.36%が磁選物、0.84%が不燃物とし

てそれぞれ適正に処理する）。 

3)現況施設の焼却灰（主灰）は焼却量の 1.02%を埋立処理とする。 

④可燃物の 66.51%を焼却減量化とする。 

現況施設及び仮設焼却炉において、可燃物量から主灰及び飛灰を差し引いた

66.51%(=100%-28.30%-5.19%)を焼却減量化する。 

⑤不燃物の 20%を埋立処理とし、残り 80%を再生利用（セメント原料）とする。 

環境省災害廃棄物対策指針（技術資料）【技 1-11-2】災害廃棄物発生量（全量）に

対する不燃混合物の埋立処分割合の 4%（岩手県、宮城県の実績）相当になるように

20%と設定する。 

⑥コンクリートがらは、100%再生利用（再生砕石）とする。 

コンクリートがら（がれき類）の処理については、本市内の既存の産業廃棄物処

理施設を活用する。 

⑦金属は、100%再生利用（金属原料）とする。 

⑧柱角材は、100%再生利用（木質チップ）とする。 

柱角材の処理については、本市内の既存の産業廃棄物処理施設（破砕施設）を活

用する。 

⑨津波堆積物の 5%を埋立処理とし、残り 95%を再生利用とする。 

（参考 1：岡山県災害廃棄物処理計画に係る基礎調査報告書 平成 27 年 3 月） 

（参考 2：災害廃棄物対策指針 各種技術資料） 
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[処理方針の補足] 

①可燃物の焼却処理について 

災害廃棄物発生量（津波堆積物を除いた全量）の 18%と想定した可燃物（本編 表

2-3 参照）が、全量の焼却割合（岩手県、宮城県の実績）の 16%とほぼ等しいため、

可燃物は全て焼却処理とする。 

②焼却灰（飛灰）について 

現況施設及び仮設焼却炉において、以下の設定とする。 

災害廃棄物の性状は不明であり、有害物質(重金属類等)は飛灰に多く含まれること

から、資源化が困難と想定し、全量を埋立とする。発生量は宮城県の実績値を参考に

5.19%（環境省災害廃棄物対策指針（技術資料）【技 1-18-1】より焼却理量 135.0 万 t

に対する飛灰発生量 7.0 万 t として 5.19%）。 

③焼却灰（主灰）について 

災害廃棄物の可燃物中には砂などの不燃物等が含まれることも考えられるため、宮

城県の実績を参考に、焼却灰（主灰）等の発生割合は、現況施設（3 施設）の焼却量

の 28.30%（環境省災害廃棄物対策指針（技術資料）【技 1-18-1】より焼却理量 135.0

万 t に対する飛灰発生量 38.2 万 t として 28.30%）。 

現況施設において処理する場合、再資源化または埋立処理の割合については、平成

27 年度の処理実績を参考に設定した。 
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（2）焼却施設の被災シナリオ 

① 一般廃棄物焼却処理施設と震度分布 

第 2 章第 2 節 8 で示した【施設の被災シナリオ】にて対象となる一般廃棄物焼

却処理施設の位置と震度分布の関係を以下に示します。 

 

資料編図 1 南海トラフ巨大地震 

 

資料編図 2 各種断層型地震 
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② 一般廃棄物焼却施設及び産業廃棄物焼却施設の被災シナリオ 

資料編図 1 及び資料編図 2 を踏まえた一般廃棄物焼却施設及び産業廃棄物焼

却施設の被災シナリオは以下のとおりです。 

 

資料編表 1 一般廃棄物焼却施設及び産業廃棄物焼却施設の被災シナリオ 

想定地震名 震度 6 強以上 震度 6 弱 

津波 

浸水深 

1m 以上 

①南海トラフ巨大地震 

 パターン 1(直後破壊) 

・当新田環境センター ・岡南環境センター 

・東部クリーンセンター 

・産業廃棄物焼却処理施設 1 

・産業廃棄物焼却処理施設 2 

－ 

①南海トラフ巨大地震 

 パターン 2(越流後破壊) 

同上 同上 
－ 

③中央構造線断層帯の地震 － －  

④長者ヶ原断層－芳井断層 

の地震 
－ － 

 

（3）仮設トイレの必要数算定式 

避難所における仮設トイレ必要数は以下の式により求められます。し尿収集間

隔日数は、県計画を踏襲して「東海地震に係る広域的な地震防災体制のあり方に

関する調査検討報告書（平成 15 年 3 月）」の値を用い、仮設トイレの平均容量は

県計画基礎調査の値を用いています。 

 

・避難所におけるし尿需要量[L]＝し尿発生量[L/日]×し尿収集間隔日数[日] 

・避難所における仮設トイレ必要数[基]＝避難所におけるし尿処理需要量[L]

÷仮設トイレの平均容量[L/基] 

し尿収集間隔日数：3[日] 

仮設トイレの平均容量：150[L/基] 
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３．処理フロー 

（1）南海トラフ巨大地震―パターン 1（直後破壊）：冬 18 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

※表中の災害廃棄物発生量は、四捨五入の関係で表 2-5 の災害廃棄物（津波堆積物を除く）の本市全体の値と一致しない。 

※表中の埋立量は廃棄物の種類別に算出しており、四捨五入の関係で区別に算出している表 2-27 の本市全体の値と一致しない。

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

407,364 407,364 4,155 土木資材(t)
8.2% 100.0% 1.6% 93,001

2,538,785(t) 5.19% 2.1%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

2,538,785 591,213 21,142 焼却残渣再生利用(t)
51.4% 64.3% 8.1% 22,283

20.00% 0.5%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
575,176 115,035 セメント原料(t)

11.6% 44.2% 460,141
10.4%

コンクリートがら(t) 100.00%
1,273,778 再生砕石(t)

25.8% 1,273,778
28.9%

金属(t) 100.00%
160,341 金属原料(t)

3.2% 160,341
3.6%

柱角材(t) 100.00%
122,126 木質チップ(t)

2.5% 122,126
2,399,338(t) 5.00% 2.8%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

2,399,338 328,676 2,399,338 119,967 再生土砂(t)
48.6% 35.7% 48.6% 46.1% 2,279,371

51.7%

4,938,123 919,889 4,938,123 407,364 260,299 4,411,041

8.2% 5.3% 89.3%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 42 52

中位 16 26
高位 8 13

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 381,088 7 245,240

中位 336,042 7 230,183

高位 249,649 5 200,066

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 185,786

1週間後 93,707

1カ月後 31,312

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 3,716

1週間後 1,874

1カ月後 626

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 9,820 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 5,010 10,021 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 4,863 9,727 19,453 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 2,492 4,984 6,776 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 7,355 19,721 46,070 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)
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（2）南海トラフ巨大地震―パターン 1（直後破壊）：冬深夜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

 

 

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

408,439 408,439 4,166 土木資材(t)
8.7% 100.0% 1.8% 93,247

2,271,090(t) 5.19% 2.2%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

2,271,090 542,883 21,198 焼却残渣再生利用(t)
48.6% 62.3% 9.3% 22,342

20.00% 0.5%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
409,467 81,893 セメント原料(t)

8.8% 36.0% 327,574
7.8%

コンクリートがら(t) 100.00%
1,180,812 再生砕石(t)

25.3% 1,180,812
28.3%

金属(t) 100.00%
149,841 金属原料(t)

3.2% 149,841
3.6%

柱角材(t) 100.00%
122,531 木質チップ(t)

2.6% 122,531
2,399,338(t) 5.00% 2.9%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

2,399,338 328,676 2,399,338 119,967 再生土砂(t)
51.4% 37.7% 51.4% 52.8% 2,279,371

54.6%

4,670,428 871,559 4,670,428 408,439 227,224 4,175,718

8.7% 4.9% 89.4%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 42 46

中位 16 23
高位 8 12

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 211,022 4 212,162

中位 165,976 3 197,105

高位 79,583 2 166,988

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 180,334

1週間後 81,413

1カ月後 25,849

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 3,607

1週間後 1,628

1カ月後 517

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 9,820 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 5,010 10,021 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 4,863 9,727 19,453 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 2,492 4,984 6,776 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 7,355 19,721 46,070 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)
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（3）南海トラフ巨大地震―パターン２（越流後破壊）：冬 18 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

238,373 238,373 2,431 土木資材(t)
12.9% 100.0% 2.2% 54,421

1,600,698(t) 5.19% 3.4%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

1,600,698 366,883 12,372 焼却残渣再生利用(t)
86.6% 91.5% 11.4% 13,039

20.00% 0.8%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
406,230 81,246 セメント原料(t)

22.0% 74.9% 324,984
20.5%

コンクリートがら(t) 100.00%
786,257 再生砕石(t)

42.5% 786,257
49.7%

金属(t) 100.00%
98,409 金属原料(t)

5.3% 98,409
6.2%

柱角材(t) 100.00%
71,429 木質チップ(t)

3.9% 71,429
247,390(t) 5.00% 4.5%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

247,390 33,889 247,390 12,370 再生土砂(t)
13.4% 8.5% 13.4% 11.4% 235,020

14.8%

1,848,088 400,772 1,848,088 238,373 108,419 1,583,559

12.9% 5.9% 85.7%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 25 22

中位 10 11
高位 5 6

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 210,787 4 93,358

中位 165,741 3 78,301

高位 79,348 2 48,184

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 47,345

1週間後 53,145

1カ月後 22,151

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 947

1週間後 1,063

1カ月後 443

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 9,820 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 5,010 10,021 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 4,863 9,727 19,453 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 2,492 4,984 6,776 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 7,355 19,721 46,070 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)



 

資料編-14 

 

（4）南海トラフ巨大地震―パターン２（越流後破壊）：冬深夜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

 

 

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

238,138 238,138 2,429 土木資材(t)
15.1% 100.0% 3.2% 54,367

1,324,970(t) 5.19% 4.1%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

1,324,970 316,675 12,359 焼却残渣再生利用(t)
84.3% 90.3% 16.5% 13,026

20.00% 1.0%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
239,165 47,833 セメント原料(t)

15.2% 63.8% 191,332
14.3%

コンクリートがら(t) 100.00%
688,829 再生砕石(t)

43.8% 688,829
51.4%

金属(t) 100.00%
87,397 金属原料(t)

5.6% 87,397
6.5%

柱角材(t) 100.00%
71,441 木質チップ(t)

4.5% 71,441
247,390(t) 5.00% 5.3%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

247,390 33,889 247,390 12,370 再生土砂(t)
15.7% 9.7% 15.7% 16.5% 235,020

17.5%

1,572,360 350,564 1,572,360 238,138 74,991 1,341,412

15.1% 4.8% 85.3%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 25 15

中位 10 8
高位 5 4

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 0 0 59,933

中位 0 0 44,876

高位 0 0 14,759

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 36,212

1週間後 44,316

1カ月後 16,677

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 724

1週間後 886

1カ月後 334

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 9,820 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 5,010 10,021 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 4,863 9,727 19,453 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 2,492 4,984 6,776 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 7,355 19,721 46,070 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)



 

資料編-15 

 

（5）中央構造線断層帯の地震：冬 18 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

8,334 8,334 85 土木資材(t)
17.6% 100.0% 3.7% 1,903

47,292(t) 5.19% 4.8%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

47,292 11,251 433 焼却残渣再生利用(t)
100.0% 100.0% 19.0% 456

20.00% 1.2%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
8,808 1,762 セメント原料(t)
18.6% 77.3% 7,046

17.8%
コンクリートがら(t) 100.00%

24,554 再生砕石(t)
51.9% 24,554

62.1%
金属(t) 100.00%

3,096 金属原料(t)
6.5% 3,096

7.8%
柱角材(t) 100.00%

2,500 木質チップ(t)
5.3% 2,500

0(t) 5.00% 6.3%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

0 0 0 0 再生土砂(t)
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0

0.0%

47,292 11,251 47,292 8,334 2,280 39,555

17.6% 4.8% 83.6%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 2 1

中位 1 1
高位 1 1

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 0 0 0

中位 0 0 0

高位 0 0 0

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 886

1週間後 1,630

1カ月後 445

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 18

1週間後 33

1カ月後 9

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 10,124 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 6,342 12,685 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 9,998 26,338 56,360 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)



 

資料編-16 

 

（6）長者ヶ原断層―芳井断層の地震：冬 18 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※焼却灰（飛灰）は、資源化が困難であり全量埋立とした場合のフロー。 

 

 

■災害廃棄物処理フロー（し尿以外）

100.00% 1.02%
可燃物(t) 可燃物(t) 焼却灰(主灰)(t) 22.83%

2,661 2,661 27 土木資材(t)
16.8% 100.0% 3.4% 608

15,852(t) 5.19% 4.6%

災害廃棄物発生量(t) 災害廃棄物必要面積(m2) 焼却灰(飛灰)(t) 5.47%

15,852 3,729 138 焼却残渣再生利用(t)
100.0% 100.0% 17.4% 146

20.00% 1.1%

不燃物(t) 不燃物(t) 80.00%
3,142 628 セメント原料(t)
19.8% 79.2% 2,514

18.9%
コンクリートがら(t) 100.00%

8,233 再生砕石(t)
51.9% 8,233

61.8%
金属(t) 100.00%

1,018 金属原料(t)
6.4% 1,018

7.6%
柱角材(t) 100.00%

798 木質チップ(t)
5.0% 798

0(t) 5.00% 6.0%

津波堆積物発生量(t) 津波堆積物必要面積(m2) 土砂系(t) 土砂洗浄残(t) 95.00%

0 0 0 0 再生土砂(t)
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0

0.0%

15,852 3,729 15,852 2,661 793 13,317

16.8% 5.0% 84.0%

埋立率

再生利用合計(t)

再資源化率

合計(t) 焼却合計(t)

焼却率

焼却 埋立 再生利用

発生量合計(t)

選別物発生量

埋立合計(t)

仮置場

仮置場必要面積(m2)

シナリオ 焼却処理 埋立処理

低位 1 1

中位 1 1
高位 1 1

現況施設で処理した場合の処理相当年数(年)

仮設焼却炉 100 (t/日・基)

稼働日数 560 (日) [2年稼働]

埋立
シナリオ 仮設焼却処理量(t) 仮設焼却炉数(基) 埋立余剰量(t)

低位 0 0 0

中位 0 0 0

高位 0 0 0

仮設焼却

【3年で処理する場合の試算】【現況施設で処理した場合の試算】

■一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設における処理想定量■災害廃棄物の処理フロー（し尿）

★発生量

し尿発生量(L/日)

当日・1日後 394

1週間後 328

1カ月後 199

★避難所

仮設トイレ必要基数(基)

当日・1日後 8

1週間後 7

1カ月後 4

●焼却施設

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ 施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ

岡南環境センター × × 10,124 岡南環境センター × × 10,124

当新田環境センター × 6,342 12,685 当新田環境センター × 6,342 12,685
東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055 東部クリーンセンター 5,014 10,028 20,055
産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496 産業廃棄物処理施設 4,984 9,968 13,496
合計 9,998 26,338 56,360 合計 9,998 26,338 56,360

1年目　焼却処理　処理想定量(t/年度) 2年目以降　焼却処理　処理想定量(t/年度)

●最終処分場

施設名 低位シナリオ 中位シナリオ 高位シナリオ
山上新最終処分場 2,611 5,221 10,442
産業廃棄物処理施設 2,409 4,818 9,636
合計 5,020 10,039 20,078

埋立処理　処理想定量(t/年度)
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